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国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
は
今
年
（
二
〇
〇
九
年
）、
創
立
六
十

周
年
を
迎
え
る
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

六
十
年
と
い
う
月
日
も
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
の
に
十
分

だ
が
、
本
学
は
そ
の
源
流
を
明
治
の
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

百
数
十
年
の
伝
統
を
持
つ
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
奇
し
く
も
本
誌
も
創
刊
以
来
五
〇
号
を
迎
え
、
そ
れ
を

契
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
創
立
六
十
周
年
と
本
誌
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
、

今
号
か
ら
「
岡
大
・
知
の
系
譜
」
と
題
し
、
岡
山
大
学
の
歴
史
を

三
回
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
す
る
。
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特集

岡
山
大
学
、
そ
の
起
源

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
の
起
源
は

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
こ
の
年
、
岡
山
藩
に
よ
り
医

学
館
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
医
学
館
が

さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
へ
て
、
大
正
十
一

（
一
九
二
二
）年
に
岡
山
医
科
大
学
と
な
っ

た
。ま

た
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年

に
大
学
の
予
備
教
育
を
行
う
た
め
に
、
全

国
六
番
目
の
高
等
学
校
で
あ
る
第
六
高

等
学
校
が
岡
山
に
設
立
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
に

設
置
さ
れ
た
小
学
校
教
員
養
成
所
・
温
知

学
校
を
起
源
と
す
る
岡
山
師
範
学
校
、
大※
１

原
孫
三
郎
の
創
設
し
た
財
団
法
人
大
原

奨
農
会
の
農
業
研
究
機
関
・
大
原
農
業
研

究
所
（
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
設
立
）

※
１　

大
原
孫
三
郎　

お
お
は
ら 

ま
ご
さ
ぶ
ろ
う

1
8
8
0
年
～
1
9
4
3
年

倉
敷
紡
績
社
長
、ク
ラ
レ
創
業
者
。倉
敷
の
大
地
主
で
、

大
原
美
術
館
を
創
設
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

倉
敷
の
資
源
生
物
科
学
研
究
所
は
大
原
農
業
研
究
所

の
後
身
で
あ
る
。

【
表
紙
写
真
説
明
】

岡
山
大
学
医
学
部
正
門

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
建
設
。

か
つ
て
の
岡
山
医
科
大
学
の
正
門
で

あ
り
、当
時
の
面
影
を
今
に
伝
え
る
。

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）、
国

の
有
形
文
化
財
（
建
築
）
に
指
定
。

※
２　

福
沢
諭
吉　

ふ
く
ざ
わ 

ゆ
き
ち

1
8
3
5
年
～
1
9
0
1
年

慶
應
義
塾
創
設
者
。啓
蒙
思
想
家
と
し
て
も
知
ら
れ

る
。

※
３　

大
村
益
次
郎　

お
お
む
ら 

ま
す
じ
ろ
う

1
8
2
4
年
～
1
8
6
9
年

長
州
藩
医
師
・
兵
学
者
。

幕
末
動
乱
に
お
け
る
新
政
府
軍
の
指
揮
官
と
し
て
倒

幕
を
成
功
に
導
い
た
。

※
４　

緒
方
洪
庵　

お
が
た 

こ
う
あ
ん

1
8
1
0
年
～
1
8
6
3
年

彼
の
つ
く
っ
た
適
塾（
正
式
名
称
：
適
々
斎
塾
）は
、の

ち
の
大
阪
大
学
の
源
流
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

手
塚
治
虫
の
曽
祖
父
・
手
塚
良
仙
も
適
塾
の
門
下
生
で

あ
っ
た
こ
と
は
有
名
。

※
５　

シ
ー
ボ
ル
ト

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

1
7
9
6
年
～
1
8
6
6
年

ド
イ
ツ
の
貴
族
階
級
出
身
の
医
学
者
。オ
ラ
ン
ダ
人
と

偽
っ
て
長
崎
に
来
訪
。こ
と
ば
に
な
ま
り
が
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
通
詞
に
怪
し
ま
れ
た
際
、オ
ラ
ン
ダ
に
山
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
私
は
山
地
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
」と

言
い
張
っ
て
こ
と
な
き
を
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
。長
崎
に
私
塾
・
鳴
滝
塾
を
開
設
し
、高
野
長
英
や

二
宮
敬
作
な
ど
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
、日
本
史

に
大
き
な
あ
し
あ
と
を
残
し
た
。

▲大正�5年頃の岡山医科大学正門
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な
ど
、岡
山
地
域
に
は
多
数
の
高
等
教
育・

研
究
機
関
が
存
在
し
た
。

昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
、
こ
れ

ら
岡
山
地
域
に
存
在
し
た
い
く
つ
も
の

高
等
教
育
・
研
究
機
関
を
包
括
す
る
形
で
、

新
制
岡
山
大
学
が
誕
生
し
た
。

今
回
は
、
母
体
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
学

校
の
う
ち
、
岡
山
藩
医
学
館
・
岡
山
医
科

大
学
に
焦
点
を
あ
て
て
、
知
ら
れ
ざ
る
先

駆
者
た
ち
を
追
っ
て
み
た
い
。

岡
山
の
蘭
学
者
た
ち

岡
山
県
は
「
医
療
先
進
地
域
」
と
し
て

知
ら
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
多
数
の
医
学
者

を
輩
出
し
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
大
坂
に
適
塾
を
開
き
、
福※
２

沢
諭
吉
や
大※
３

村
益
次
郎
な
ど
多
く
の
優

秀
な
人
材
を
育
て
た
緒※
４

方
洪
庵
は
備
中

国
足
守
藩
（
現
在
の
岡
山
県
岡
山
市
北
区

足
守
）
の
出
身
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
、
岡
山
市
表
町
に
「
オ
ラ

ン
ダ
通
り
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
シ※
５

ー
ボ
ル
ト
の
娘
、
楠※
６

本
イ
ネ
が
産

科
医
・
石※
７

井
宗
謙
に
師
事
し
、
こ
の
地
で

医
学
修
行
を
は
じ
め
た
こ
と
に
ち
な
む
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
津

山
藩
に
お
け
る
蘭
学
の
勃ぼ
っ

興こ
う

で
あ
る
。

桂※
８

川
甫
周
に
師
事
し
た
宇※
９

田
川
玄
随

を
祖
と
す
る
宇
田
川
一
門
は
め
ざ
ま
し

い
功
績
を
あ
げ
、
岡
山
の
蘭
学
・
医
学
を

隆
盛
さ
せ
た
。

と
り
わ
け
特
筆
す
べ
き
は
、
玄
随
の
義

孫
に
あ
た
る
宇※※

※

田
川
榕
庵
で
あ
る
。
榕
庵

は
日
本
初
の
近
代
化
学
書
『
舎せ
い

密み

開か
い

宗そ
う

』

な
ど
多
く
の
化
学
書
を
翻
訳
し
た
。
榕
庵

は
こ
れ
ら
の
書
の
中
で
、「
酸
素
」
な
ど

の
元
素
名
、「
酸
化
」
な
ど
の
化
学
用
語
、

「
細
胞
」
な
ど
の
生
物
学
用
語
を
造
語
し
、

日
本
近
代
科
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

こ
の
宇
田
川
一
門
の
系
譜
に
つ
ら
な

る
の
が
緒
方
洪
庵
、
幕
末
の
わ
が
国
を
代

表
す
る
蘭
学
者
箕※※

※

作
阮
甫
、
そ
し
て
岡
山

藩
医
学
館
の
創
立
に
貢
献
し
た
生※※

※

田
安

宅
で
あ
る
。

岡
山
の
蘭
学
風
土

で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
岡
山
で
医
学
が

さ
か
ん
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

社
会
文
化
科
学
研
究
科
・
倉
地
教
授
は

語
る
。

「
名
君
と
し
て
知
ら
れ
る
岡
山
藩
主
・

池※※

※

田
光
政
が
と
っ
た
社
会
福
祉
政
策
に

よ
り
、
岡
山
藩
内
の
各
地
に
は
郡
医
者
が

お
か
れ
、
領
民
が
医
療
に
ふ
れ
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
地
域

が
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
比
較
的
裕
福

だ
っ
た
こ
と
も
、
住
民
の
医
療
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

光
政
は
日
本
最
古
の
庶
民
の
学
校
と

し
て
「
閑し
ず

谷た
に

学
校
」
を
創
建
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、教
育
に
力
を
入
れ
、

儒
学
な
ど
の
学
問
の
奨
励
を
お
こ
な
っ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
学
問
を
尊
ぶ
土
壌

が
岡
山
地
域
に
つ
ち
か
わ
れ
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
学
問
に

限
ら
れ
て
お
り
、
岡
山
は
保
守
的
で
洋
学

の
導
入
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
そ
ん
な
岡

山
に
洋
学
を
浸
透
さ
せ
た
の
は
、
石※※

※

坂
桑

亀
の
活
躍
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

桑
亀
は
ま
ず
、
世
界
で
は
じ
め
て
麻
酔

手
術
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
有
名
な
華

岡
青
州
の
弟
、
鹿ろ
く

城じ
ょ
うに

師
事
し
、
古
来
の

東
洋
医
学
と
、
オ
ラ
ン
ダ
式
外
科
学
の
折

衷
医
術
で
あ
る
華
岡
流
外
科
を
学
ん
だ
。

桑
亀
は
故
郷
で
の
開
業
後
、
宇※※

※

田
川
玄

真
の
『
医い

範は
ん

提て
い

綱こ
う

』
を
読
ん
で
蘭
学
を
こ

こ
ろ
ざ
す
よ
う
に
な
り
、
長
崎
に
遊
学
、

シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
。

こ
の
石
坂
桑
亀
が
ひ
と
び
と
に
受
け

入
れ
ら
れ
や
す
い
和
洋
折
衷
の
外
科
術

を
も
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
で
、
し
だ
い
に

岡
山
に
も
合
理
的
な
医
療
を
求
め
る
機

運
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
新
し
い
医
学
を
求
め
る
人
々

は
、
西
洋
医
学
の
地
方
移
植
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
っ
た
。当
時
の
封
建
社
会
で
は
、

岡 山 藩 医 学 館 第三高等中学医学部 第三高等学校医学部

第 六 高 等 学 校

温 知 学 校 岡山県師範学校

㈶大原農業研究所

岡 山 大 学

【岡大沿革図】

※
６　

楠
本
イ
ネ　

く
す
も
と 

い
ね

1
8
2
7
年
～
1
9
0
3
年

シ
ー
ボ
ル
ト
と
日
本
人
女
性
・
楠
本
瀧
の
娘
。

日
本
初
の
女
性
産
科
医
と
な
っ
た
。石
井
宗
謙
と
の
間

に
娘
・
楠
本
高
子
を
も
う
け
て
い
る
。

※
７　

石
井
宗
謙　

い
し
い 

そ
う
け
ん

1
7
9
6
年
～
1
8
6
1
年

美
作
勝
山
藩
藩
医
。シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
塾
で
学
び
、

産
科
医
と
し
て
名
声
を
博
し
た
。

の
ち
に
江
戸
で
蕃
書
調
所（
東
京
大
学
の
源
流
の
一

つ
）に
出
仕
し
た
。

※
８　

桂
川
甫
周　

か
つ
ら
が
わ 

ほ
し
ゅ
う

1
7
5
1
年
～
1
8
0
9
年

医
師
・
蘭
学
者
。

前
野
良
沢
、杉
田
玄
白
ら
と
と
も
に「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ

ト
ミ
ア
」を
訳
し
た
。

※
９　

宇
田
川
玄
随　

う
だ
が
わ 

げ
ん
ず
い

1
7
5
6
年
～
1
7
9
8
年

津
山
藩
医
。

杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
ら
と
交
流
し
た
。日
本
最
初
の

蘭
和
辞
典
、ハ
ル
マ
和
解
の
編
さ
ん
に
協
力
し
た
。

※
�0　

宇
田
川
榕
庵　

う
だ
が
わ 

よ
う
あ
ん

1
7
9
8
年
～
1
8
4
6
年

宇
田
川
玄
真
の
養
子
。

「
哥
非
之
説
」と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
に
関
す
る
論
文
を
書

い
て
、日
本
に
コ
ー
ヒ
ー
を
紹
介
し
た
こ
と
で
も
有

名
。現
在
で
も
コ
ー
ヒ
ー
を「
珈
琲
」と
書
く
が
、こ
れ

は
榕
庵
が
あ
て
た
漢
字
と
い
う
説
も
あ
る
。

※
��　

箕
作
阮
甫　

み
つ
く
り 

げ
ん
ぽ

1
7
9
9
年
～
1
8
6
3
年

津
山
藩
医
。の
ち
に
幕
府
に
仕
え
、蕃
書
調
所
の
首
席

教
授
と
な
っ
た
。

子
孫
に「
天
皇
機
関
説
」で
有
名
な
美
濃
部
達
吉
博
士

が
い
る
。

※
��　

生
田
安
宅　

い
く
た 

あ
た
か

1
8
4
0
年
～
1
9
0
2
年

岡
山
藩
医
学
館
教
授
。岡
山
県
病
院
初
代
院
長
。

※
�3　

池
田
光
政　

い
け
だ 

み
つ
ま
さ

1
6
0
9
年
～
1
6
8
2
年

備
前
岡
山
藩
初
代
藩
主
。

水
戸
藩
主
・
徳
川
光
圀
、会
津
藩
主
・
保
科
正
之
と
な
ら

び
三
名
君
と
称
さ
れ
て
い
る
。

※
�4　

石
坂
桑
亀　

い
し
ざ
か 

そ
う
き

1
7
8
8
年
～
1
8
5
1
年

備
中
足
守
藩
主
木
下
家
の
侍
医
と
な
っ
た
が
、の
ち
に

職
を
辞
し
、倉
敷
で
開
業
医
と
な
っ
た
。箕
作
阮
甫
を

宇
田
川
玄
真
に
師
事
さ
せ
て
、西
洋
医
学
の
方
向
へ
傾

斜
さ
せ
た
。
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地
方
共
同
体
意
識
が
強
固
だ
っ
た
の
で
、

同
郷
者
を
た
よ
っ
た
学
問
の
系
譜
が
成

立
し
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
、
岡
山
地
域
か
ら
多
数
の

蘭
学
者
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

岡
山
藩
医
学
館
の
創
設

石
坂
桑
亀
の
学
ん
だ
華
岡
流
外
科
か

ら
は
も
う
一
人
、
備
前
の
名
医
が
生
ま

れ
て
い
る
。
難※※

※

波
抱
節
で
あ
る
。
抱
節

は
全
身
麻
酔
に
よ
る
乳
が
ん
手
術
を
お

こ
な
う
な
ど
、
名
医
と
し
て
全
国
的
に

知
ら
れ
、
そ
の
学
塾
・
思
誠
堂
に
は
全

国
か
ら
数
千
人
を
超
え
る
学
生
が
あ
つ

ま
っ
た
と
い
う
。
緒
方
洪
庵
か
ら
譲
り

受
け
た
痘と
う

苗び
ょ
うを

用
い
て
、
岡
山
に
お
い

て
種
痘
を
実
施
し
、
多
く
の
人
を
救
っ

た
。
産
科
研
究
で
も
そ
の
名
が
高
く
、

そ
の
著
書
『
胎た
い

産さ
ん

新し
ん

書し
ょ

』
は
江
戸
時
代

最
高
の
産
科
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
難
波
抱
節
と
石
坂
桑
亀
の
弟
子

た
ち
が
、
岡
山
藩
医
学
館
設
立
の
立
役

者
と
な
る
。

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
、
版
籍
奉

還
に
と
も
な
い
、「
藩
主
」か
ら「
藩
知
事
」

と
な
っ
た
池※※

※

田
章
政
に
よ
り
、
岡
山
藩

医
学
館
が
設
立
さ
れ
た
。
難
波
抱
節
の

弟
子
で
あ
り
、
児※※

※

玉
順
蔵
に
も
師
事
し

た
、
明※※

※

石
退
蔵
は
医
学
監
督
に
就
任
し
、

医
学
館
発
展
の
た
め
に
奔
走
。
オ
ラ
ン

ダ
の
二
等
軍
医
ロ
イ
ト
ル
を
招
聘
す
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

ま
た
、
石
坂
桑
亀
の
養
子
・
石※※

※

坂
堅

壮
が
医
学
教
授
と
な
っ
た
。
堅
壮
は
明

治
十
（
一
八
七
七
）
年
、
農
民
の
病
理

解
剖
を
お
こ
な
い
、
日
本
初
の
肝
臓
ジ

ス
ト
マ
の
発
見
者
と
な
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
俊
英
た
ち
と
緒
方
洪
庵

の
適
塾
出
身
者
が
医
学
館
を
支
え
て
い

た
。し

か
し
、
医
学
館
は
廃
藩
置
県
の

影
響
を
ま
と
も
に
う
け
る
。
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
、
医
学
館
は
医
学
所
と

改
称
さ
れ
る
。
だ
が
、
発
足
し
た
ば
か

り
の
岡
山
県
は
財
政
基
盤
が
弱
く
、
県

費
の
支
給
が
停
止
さ
れ
、
医
学
所
は
存

続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
る
。

そ
こ
で
活
躍
し
た
の
が
、
医
学
館
教

授
の
生
田
安
宅
だ
っ
た
。
安
宅
は
「
津※※

※

下
（
精
斎
）
ら
と
内
科
、
外
科
の
治
療

を
続
け
、
入
院
も
受
け
、
往
診
も
行
い
、

診
察
代
金
を
稼
い
で
懸
命
に
病
院
を
維

持
。
県
に
は
医
師
養
成
機
関
の
継
続
を

訴
え
た
。
一
年
ほ
ど
耐
え
忍
び
、
県
費

支
給
は
復
活
し
た
。
病
院
で
患
者
治
療

と
医
師
養
成
が
軌
道
に
乗
り
、
生
田
は

同
八
（
一
八
七
五
）
年
、
正
式
に
岡
山
県

病
院
の
初
代
院
長
に
就
任
」（
山
陽
新
聞

「
岡
山
医
療
ガ
イ
ド
・
名
医
の
系
譜
」）
し

た
。「

生
田
安
宅
が
風
前
の
と
も
し
び
だ
っ

た
病
院
を
継
続
し
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の

岡
山
大
医
学
部
が
あ
る
。
最
大
の
功
労
者

で
す
」（
中
山
沃そ
そ
ぐ

岡
山
大
名
誉
教
授　
「
山

陽
新
聞
・
岡
山
医
療
ガ
イ
ド
・
名
医
の
系

譜
」）生

田
安
宅
の
活
躍
に
よ
り
危
機
を
乗

り
切
っ
た
岡
山
藩
医
学
館
（
医
学
所
）
は

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
岡
山
県
医

学
校
に
改
組
さ
れ
、
西
日
本
有
数
の
医
学

校
と
な
っ
た
。

第
三
高
等
学
校
医
学
部
か
ら

岡
山
医
科
大
学
へ

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
、「
中
学

校
令
」
が
施
行
さ
れ
た
。
全
国
を
第
一
か

ら
第
五
ま
で
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
方

に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
高
等

中
学
校
が
設
置
さ
れ
た
。

各
高
等
中
学
校
に
は
医
学
部
が
設
置

さ
れ
た
。
第
二
（
仙
台
）・
第
四
（
金
沢
）

は
本
校
所
在
地
と
医
学
部
所
在
地
が
一

致
し
た
が
、
第
一
（
東
京
）
は
千
葉
、
第

五
（
熊
本
）
は
長
崎
と
本
校
所
在
地
と
は

別
の
地
域
に
医
学
部
が
置
か
れ
、第
三（
京

※
�6　

難
波
抱
節　

な
ん
ば 

ほ
う
せ
つ

1
7
9
1
年
～
1
8
5
9
年

備
前
藩
家
老
日
置
氏
の
侍
医
を
つ
と
め
な
が
ら
、備
前

藩
金
川
村（
御
津
町
金
川
）で
開
業
医
を
営
む
。

※
�7　

池
田
章
政　

い
け
だ 

あ
き
ま
さ

1
8
3
6
年
～
1
9
0
3
年

備
前
岡
山
藩
の
第
十
代
藩
主（
最
後
の
藩
主
）

明
治
維
新
後
は
侯
爵
に
叙
任
。

※
�8　

児
玉
順
蔵　

こ
だ
ま 

じ
ゅ
ん
ぞ
う

1
8
0
5
年
～
1
8
6
1
年

長
崎
に
遊
学
し
、シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
。帰
郷
し
、岡

山
藩
家
老
の
侍
医
と
な
っ
た
。緒
方
洪
庵
と
も
親
交
が

あ
り
、弟
子
の
多
く
が
岡
山
藩
医
学
館
の
設
立
に
参
画

し
て
い
る
。「
備
前
洋
学
の
始
祖
」と
呼
ば
れ
る
。

※
�9　

明
石
退
蔵　

あ
か
し 

た
い
ぞ
う

1
8
3
7
年
～
1
9
0
5
年

軍
医
。の
ち
に
藩
医
学
館
副
督
事
と
な
っ
た
。。

※
�0　

石
坂
堅
壮　

い
し
ざ
か 

け
ん
そ
う

1
8
1
4
年
～
1
8
9
9
年

倉
敷
の
医
学
者
。石
坂
桑
亀
の
養
子
。

緒
方
洪
庵
と
交
流
が
あ
り
、牛
痘
苗
を
分
け
与
え
ら
れ

た
。「
博
物
新
編
拾
遺
」な
ど
の
著
書
を
残
し
て
い
る
。

※
��　

津
下
精
斎　

つ
げ 

せ
い
さ
い

1
8
2
6
年
～
1
8
9
9
年

岡
山
藩
医
学
館
教
授
。東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ

る
大
学
東
校
教
授
に
な
っ
た
嶋
村
鼎
甫
は
弟
。

※
��　

森
有
礼　

も
り 

あ
り
の
り

1
8
4
7
年
～
1
8
8
9
年

初
代
文
部
大
臣
。一
橋
大
学
の
創
設
者
。

※
�3　

矢
部
辰
三
郎　

や
べ 

た
つ
さ
ぶ
ろ
う

1
8
6
3
年
～
1
9
2
4
年

日
本
人
と
し
て
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ツ
ー
ル
研

究
所
に
留
学
。の
ち
、海
軍
軍
医
総
監
・
軍
医
学
校
長
な

ど
を
歴
任
。

※
�4　

秦
佐
八
郎　

は
た 

さ
は
ち
ろ
う

1
8
7
3
年
～
1
9
3
8
年

郷
里
の
島
根
県
益
田
市
に
秦
記
念
館
が
あ
り
、紅
葉
の

名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

【蘭学者系譜】

※
�5　

宇
田
川
玄
真　

う
だ
が
わ 

げ
ん
し
ん

1
7
7
0
年
～
1
8
3
5
年

宇
田
川
玄
随
の
養
子
。杉
田
玄
白
の
弟
子
・
大
槻
玄
沢

の
私
塾
・
芝
蘭
堂
の
四
天
王
筆
頭
と
称
さ
れ
、日
本
医

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
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都
）
に
つ
い
て
は
岡
山
に
医
学
部
が
設
置

さ
れ
た
。

明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
、
岡
山

県
医
学
校
は
廃
止
。
第
三
高
等
中
学
校
医

学
部
が
岡
山
に
誕
生
す
る
。
こ
の
第
三
高

等
中
学
校
医
学
部
設
置
は
、
岡
山
県
に
お

け
る
医
学
教
育
に
と
っ
て
決
定
的
に
重

要
な
出
来
事
だ
っ
た
。

明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
の
「
高

等
学
校
令
」
に
よ
り
、
第
三
高
等
中
学
校

は
第
三
高
等
学
校
に
改
正
。
続
い
て
明
治

三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
第
三
高
等
学

校
医
学
部
の
分
離
独
立
に
よ
り
岡
山
医

学
専
門
学
校
が
設
立
。

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
は
千
葉
、

仙
台
、
金
沢
、
長
崎
の
各
医
学
専
門
学
校

に
先
立
ち
、
医
学
専
門
学
校
が
官
立
の
岡

山
医
科
大
学
に
改
正
さ
れ
た
。

戦
前
、
官
立
の
医
科
大
学
は
全
国
に
六

つ
し
か
な
く
、
現
在
で
も
岡
山
大
学
・
千

葉
大
学
・
新
潟
大
学
・
金
沢
大
学
・
長
崎

大
学
・
熊
本
大
学
を
「
旧
六
」
と
称
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
の
名
残
で

あ
る
。

そ
し
て
、昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）年
、

「
国
立
大
学
設
置
法
」
に
よ
り
岡
山
医
科

大
学
が
岡
山
大
学
医
学
部
に
移
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

「
東
の
東
大
、
西
の
岡
山
」

岡
山
県
医
学
校
は
そ
の
教
育
に
定
評

が
あ
っ
た
。
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
、

医
学
校
を
視
察
し
た
文
部
大
臣
・
森※※

※

有
礼

は
、
岡
山
県
医
学
校
は
教
育
レ
ベ
ル
が
高

く
、
関
西
第
一
の
医
学
校
で
あ
る
と
激
賞

し
た
と
い
う
。

そ
の
反
面
、
岡
山
県
医
学
校
の
教
育
は

非
常
に
厳
し
く
、
入
学
す
る
の
は
比
較
的

容
易
だ
が
、
卒
業
は
難
関
だ
っ
た
。「
定

員
百
人
で
卒
業
生
は
わ
ず
か
数
人
に
過

ぎ
な
か
っ
た
年
も
あ
り
（
明
治
二
一
年

は
四
人
だ
け
）『
東
の
東
大
、
西
の
岡
山
』

と
評
価
さ
れ
て
い
た
」（
小
田
晧
二
氏
・

岡
山
医
学
同
窓
会
報
平
成
十
一
年
十
月

一
日
号
）
と
い
う
。

第
三
高
等
学
校
医
学
部
と
そ
の
伝
統

を
受
け
継
い
だ
岡
山
医
科
大
学
は
、
西
日

本
有
数
の
医
学
校
と
し
て
全
国
に
名
を

と
ど
ろ
か
せ
、
数
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し

た
。
以
下
、
そ
れ
ら
偉
大
な
先
達
を
追
っ

て
み
た
い
。

第
三
高
等
学
校
・

岡
山
医
科
大
学
の
人
び
と

岡
山
県
医
学
校
の
第
一
期
生
で
あ
り
、

海
軍
医
学
校
長
を
勤
め
た
矢※※

※

部
辰
三
郎

は
、
ア
メ
リ
カ
の
細
菌
学
書
『
バ
ク
テ
リ

ア
病
理
新
説
』
を
翻
訳
し
、
日
本
で
最
初

に
「
免
疫
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る
。

秦※※

※

佐
八
郎
は
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
梅
毒

治
療
薬
の
研
究
を
行
っ
た
化
学
療
法
の

先
駆
者
で
あ
り
、
慶
応
大
学
医
学
部
の
初

代
細
菌
学
教
授
を
勤
め
た
。
日
本
化
学
療

法
学
会
の
「
志
賀
潔
・
秦
佐
八
郎
記
念
賞
」

に
今
も
そ
の
名
を
残
し
て
お
り
、
そ
の
細

菌
研
究
に
お
け
る
功
績
は
大
き
い
。

変
わ
り
種
で
は
、
生
命
保
険
の
診
察
医

か
ら
は
じ
め
て
、
第
一
生
命
保
険
の
創
業

者
と
な
っ
た
、「
日
本
の
保
険
王
」
矢※※

※

野

恒
太
が
い
る
。

ま
た
、
日
本
初
の
孤
児
院
・
岡
山
孤
児

院
を
創
立
し
て
日
本
に
お
け
る
社
会
事

業
・
児
童
福
祉
の
先
駆
者
と
な
っ
た
石※※

※

井

十
次
も
ま
た
岡
山
医
科
大
学
で
学
ん
だ
。

石
井
は
四
年
で
中
途
退
学
し
て
い
る
が
、

の
ち
に
そ
の
偉
業
を
た
た
え
、
岡
山
医
学

同
窓
会
『
会
員
名
簿
』
に
卒
業
者
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
は

な
く
、
石
井
た
だ
一
人
で
あ
る
。

岡
山
県
の
名
知
事
と
し
て
知
ら
れ
、「
ア

ジ
ア
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
呼
ば
れ
る
ラ
モ

ン
・
マ
グ
サ
イ
サ
イ
賞
を
受
賞
し
た
三※※

※

木

行
治
、
川
崎
医
科
大
学
な
ど
の
創
設
者
・

川※※

※
﨑
祐
宣
も
ま
た
、
岡
山
医
科
大
学
の
卒

業
生
で
あ
る
。

伝
統
と
歴
史
に
立
脚
し
た

岡
山
大
学

今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
岡
山
大
学

は
数
多
く
の
偉
人
た
ち
の
残
し
た
伝
統

と
歴
史
に
立
脚
し
て
い
る
。
本
学
の
在
学

生
・
卒
業
者
は
、
自
分
が
そ
の
伝
統
と
歴

史
に
連
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
、
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

次
回
は
、
本
学
の
も
う
一
つ
の
源
流
で

あ
る
、
第
六
高
等
学
校
の
歴
史
を
追
っ
て

み
た
い
。

【参考文献】
岡山大学医学部百年史編集委員会『岡山大学医学部百年史』
岡山大学二十年史編さん委員会『岡山大学二十年史』

『岡山医学同窓会報』
岡山県歴史人物事典編纂委員会『岡山県歴史人物事典』
ひろたまさき・倉地克直『岡山県の教育史』（思文閣出版）
山陽新聞・名医の系譜　http://iryo.sanyo.oni.co.jp/kikaku/keihu/index.html
岡山大学創立50周年記念事業委員会『岡山大学50年小史』

※
�5　

矢
野
恒
太　

や
の 

つ
ね
た

1
8
6
6
年
～
1
9
5
1
年

「
相
互
会
社
の
産
み
の
親
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

日
本
生
命
保
険
会
社
に
入
社
し
て
診
察
医
と
な
っ
た
。

独
力
で
生
命
保
険
理
論
を
研
究
。相
互
主
義
保
険
を
提

唱
し
て
共
済
生
命
の
総
支
配
役
と
な
っ
た
。「
お
よ
そ

人
間
の
地
位
や
名
誉
、財
産
ほ
ど
く
だ
ら
な
い
も
の
は

な
い
。わ
し
は
無
一
文
で
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、

無
一
文
で
死
ぬ
の
が
理
想
だ
」と
い
う
こ
と
ば
を
残
し

て
い
る
。

※
�6　

石
井
十
次　

い
し
い 

じ
ゅ
う
じ

1
8
6
5
年
～
1
9
1
4
年

「
児
童
福
祉
の
父
」と
た
た
え
ら
れ
る
。そ
の
生
涯
は
映

画
に
も
な
っ
た
。

※
�7　

三
木
行
治　

み
き 

ゆ
き
は
る

1
9
0
3
年
～
1
9
6
4
年

岡
山
県
知
事
。

数
々
の
保
健
福
祉
施
策
を
実
施
。現
在
の
水
島
工
業
地

帯
の
礎
を
築
い
た
。そ
の
滅
私
奉
公
の
姿
勢
か
ら
い
ま

で
も
県
民
に「
桃
太
郎
知
事
」と
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

※
�8　

川
﨑
祐
宣　

か
わ
さ
き 

す
け
の
ぶ

1
9
0
4
年
～
1
9
9
6
年

川
崎
医
科
大
学 

、川
崎
医
科
大
学
附
属
川
崎
病
院
、専

門
学
校
川
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、社
会
福
祉

法
人
旭
川
荘
な
ど
を
創
設
し
た
。
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